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Lactobacillus crispatus KT-11株中の 

免疫賦活に関与する成分の解析を実施 

- Journal of Food Biochemistry誌に受理- 

株式会社キティー（本社：東京都中央区、代表取締役社長：朝木 宏之）は、Lactobacillus crispatus 

KT-11株（以下、KT-11株）の免疫賦活の機構解析を実施し、KT-11株から抽出されたたんぱく質がイン

ターロイキン 12（IL-12）の産生を促進することを確認致しました。これらの研究成果は、2020年 12月に、

査読付き英文誌「Journal of Food Biochemistry」に受理されました。 

 本研究は KT-11株の有効成分を特定する上で、重要な知見と考えられます。 

 今回の研究成果を活かし、今後とも皆様のご健康を支える技術開発・商品提案に邁進していく所存で

ございます。引き続きご愛顧賜りますようお願い申し上げます。 

 

■ 研究成果の概要（Abstract） 

以前の研究では、KT-11株の細胞中成分が IL-12の産生を促す機構が調査されました。 

KT-11株による IL-12の産生促進は、細胞外シグナル調節キナーゼもしくは核内因子κBの阻害剤の

存在により減少します。KT-11 株のグアニジン塩酸塩、尿素、塩化リチウム抽出物は IL-12 の産生を誘

導し、Toll様受容体 2特異的中和抗体の存在下では、産生が抑制されました。 

これらの知見は、KT-11 株の変性抽出たんぱく質が J774.1 細胞の Toll 様受容体 2 を介して、IL-12

の産生を促進させていることを指し示します。 
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